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「あたらしい憲法のはなし」にふれて

～日本国憲法施行70年を迎えて～

　新しい年を迎えました．戦後 70年，日本国憲法
公布 70年を経，今年，憲法施行 70年になります．
憲法は，女性の参政権が認められた，戦後初の
衆議院総選挙で選ばれた議員によって審議され，
GHQが起草した原案に多くの修正，追加がされて
作られました．
　「みなさん，あたらしい憲法ができました．そ
うして昭和 22 年５月３日から私たち日本国民は，
この憲法を守ってゆくことになりました」，と始
まる「あたらしい憲法のはなし」という小冊子は，
1947（昭和 22）年８月，文部省（当時）から発行
され，全国の中学校で１年生が教科書として学び
ました．「ところでみなさんは，憲法というものは
どんなものかごぞんじですか．じぶんの身にかか
わりのないことのようにおもっている人はいない
でしょうか．もしそうならば，それは大きなまち
がいです」と続き，「いちばん大事な考え」として，
「民主主義」「国際平和主義」「主権在民主義」の
説明がされています．しっかり日本国憲法を学び，
守ろう，と呼びかけ，語りかけるように憲法の考
えが記されています．
　「基本的人権」の章では，人間らしく生きていく
ためには「自由」と「平等」が必要で，「じぶんの
すきな所に住み，じぶんのすきな所に行き，じぶ
んの思うことをいい，じぶんのすきな教えにした
がってゆけることなどが必要です」，「この自由は
けっして侵すことのできないこと」として，こう
した「自由権」の他，「請求権」「参政権」といっ
た大事な権利を与えられたのだから，「じぶんで
しっかりとこれを守って，失わないようにしてゆ
かなければなりません」と訴えています．
　憲法前文は，「政府の行為によって再び戦争の惨
禍が起こることのないよう」，先の大戦を反省し，

「全世界の国民がひとしく恐怖と欠乏から免れ，平
和のうちに生存する権利を有することを確認」し，
「日本国民は国家の名誉にかけて，全力をあげてこ
の崇高な理想と目的を達成すること誓う」と結ん
でいます．「あたらしい憲法のはなし」には，未来
を担う子どもたちに，憲法の理想を実現する，新
しい日本を作るのだという願いが託されているこ
とが伝わります．憲法には，９条（戦争の放棄，
軍備及び交戦権の否認），25条（生存権，国の社会
保障義務），11条（基本的人権の享有と性質），12
条（自由・権利の保持責任とその乱用の禁止），13
条（幸福追求権と公共の福祉），14条（法の下の
平等），16条（請願権），19条（思想及び良心の自
由），26条（教育を受ける権利），97条（基本的人
権の本質）等々……私たちが安心して人間らしく
生きるための，宝のような条文が詰まっています．
　しかし，今，昨年成立した安全保障関連法によ
り，「駆けつけ警護」などで武器の使用も認める
ようになってしまいました．暮らしに目を向ける
と，生活保護や年金の引下げが容赦なく暮らしを
脅かし，子どもたちが進学を我慢したり，働く人
たちも労働が切り売りされて十分な賃金でなかっ
たり，これが，戦後に描かれた未来の姿なのでしょ
うか．
　「あたらしい憲法のはなし」は，日本が 1950（昭
和 25）年から始まった朝鮮戦争の基地にされ，日
米安保条約が結ばれる時代の流れの中で，教室か
ら姿を消してしまいました．時の為政者によって，
先人が築いた国民の財産を見えなくさせられるこ
とも容易なのでしょう．憲法が空洞化し変えられ
ようとする状況の中，多くの人たちと「大事な考
え」を共有し，活動を築く大切な１年にしたいと
思います．


